




























みくま幼稚園 2022年度公開保育報告 

実施日:9月 20日（火）10:00~14:30 

担当教員：造形絵画指導講師 安芸早穂子 

 

 

10:00 幼稚園内見学 

 

10:30～11:00 設定保育見学  

年中組絵画造形指導  

 「みくま動物コーナーの生き物 観察・表現・なりきり体験―アート体験を通じてカメを知る」 

場 所： カメ池前→ホール 

対 象: 年中組 1 クラス 

目 的： みくま動物コーナーで飼育されているカメをアート体験を通じて観察し表現する指導 

内 容：① 園児が毎日目にし、世話をする動物コーナーで、カメがいる環境を観察 

     ② カメのカラダや機能をゲーム的導入で行い園児らの関心を喚起する 

③ 実際のカメを水槽に入れてじっくり観察しながら、準備したカメの甲羅型の白紙画用紙

にカメの甲羅模様を描く 

④ 甲羅模様が完成したらそれを背負った園児らが、ホールに準備したカメ池コーナーでカ

メのなりきり体験をする 

 

11:15~12:00 講演会 

 テーマ： 「幼児にとってのアートな時間とは？」 

場 所： 小ホール 

参加者： 22名 

内 容： みくま幼稚園造形絵画指導におけるアート体験の実践記録を解説、 

幼児にとってのアート体験の意味と重要性を伝えた 

また、全員コメントタイムを設け、参加者全員から設定保育見学と講演についての感想と

意見、質問を得た。 

 

感想① こどもにとってのアート体験の時間が、褒めて育てる保育技術とつながっている

ことがわかった。 

感想② 設定保育のなかでカメを身近な存在として使えるみくま幼稚園の保育環境つく

りが素晴らしいと思った。 

感想③ 設定保育の途中、カメになりきる時間に「ひっかかれた」 と訴えた子どもに対し

て、特定の子どもに注意をするのではなく「さっきもお話したようにカメは池から出る時に

鋭い爪で土をひっかいて登ります。そんな鋭い爪なんだから、使い方には注意してくだ

さい。他のカメさんにさわる時は特に注意してください。」とした解決のしかたに感銘を受

けた。 



感想④ 褒めるタイミングですぐに出てくる言葉の豊かさが、教員に求められることを学んだ。 

感想⑤ 講演内容から、吉野杉を使ったアート体験保育について、教える側が実際に体験したこと

の厚みが子どもにも伝わるんだなと感じた。 

感想⑥ 講演内容から、年少組の取り組みでは、カンナ屑に飛び込んでアヒルの巣の中の卵にな

る体験を通じ、幼児の五感を刺激して記憶のしかたを豊かにすることが、言葉だけではない表現の

仕方も豊かにするとよくわかった。 

感想⑥ 製材所から出た杉の木の削りカスや木っ端を素材にした幼児のアート体験という発想が素

晴らしいと感じた。自分の幼稚園でもぜひ同じ素材を使いたいと考えるので協力して頂きたい。 

 



① 幼稚園番号

③ 実施日

参加方法

1 直接参加

2 直接参加

3 直接参加

4 直接参加

5 直接参加

6 直接参加

7

8

9

10

参加方法

1 直接参加

2 直接参加

3 直接参加

4 直接参加

5 直接参加

6 直接参加

7 直接参加

8

9

10

⑧ 実施内容

⑨ 公開保育の評価
　 （学校関係者評価
　 への反映と公表時
　 期）

添付書類
・公開保育参加者名簿および学校関係者評価者名簿
・公開保育を実施したことが分かる資料（記録・当日の写真など）

表現分野に関わる「アート」について、実際に子どもとの活動を通じて、アートが育むものは何
かについて考える機会とし、コロナの影響下の元、保育の内容を伝えたいため、直接参加のみの
形式で公開保育を実施した。子どもとの活動を実際に見てもらう保育時間、その後にディスカッ
ションの時間を設けて参加者と意見の交換や質疑応答の時間とした。今、子どもたちにとって大
人が保証すべき育ちとは何か、アートな活動を通じて話し合う。

アートな活動の中身は、みくま幼稚園の子どもたちにとって馴染み深い動物コーナーに住んでい
る亀であるが、実際に亀を観察、触れ合う導入から甲羅となる画用紙への着彩、制作が出来上
がってから甲羅をつけて亀になって遊ぶ姿までを「制作活動」として捉えることは斬新であり、
絵画を描くことと生活を繋げることへの喜びの体験の一例として新鮮であった、表現とは自己表
現であり、絵画制作はその手段にすぎなのだと気付かされた、との意見を受け、子どもに携わる
参加者から好評であった。保育を深く掘り下げるための議論ができたと感じた。公表は2022年度
学校評価において実施。

アトリオ南丘子ども園園長

田中真一　他２名 追手門学院幼稚園園長

中川千津江　他１名 宣真認定子ども園園長

中野栄三　他２名 （株）ベルサンテスタッフ代表取締役

⑦ 他の幼稚園、認定
　 こども園、保育所
　 の職員、地域の幼
　 児教育関係者、小
　 学校等の他校種の
　 教員等

氏　　　名 所属

孟憲巍 大阪大学比較発達心理学准教授

平香織 ほわいと保育園住吉園長

甚田珠美 元PTA役員

村野光子　他２名

岡村順子 本園勤務・教務主任

安芸志穂子 本年勤務・園長

村上裕子 元PTA役員

福村智子 豊中市民生児童委員

永目裕 本園勤務・言語聴覚士

⑤ 協力を得た外部有識者

氏　　　名 幼児期の教育、保育に従事した経歴

弘田陽介 教育学教授歴あり（現在文学部教授）

⑥ 参加した学校関係
　 者評価の評価者

氏　　　名 本園との関係（役職など）

弘田陽介 福山市立大学　文学部教授

【別紙２】令和４年度 大阪府私立幼稚園経常費補助金（公開保育）に関する実績報告書

　　　　２０２２年　　９月　２０日（１０時００分～１４時３０分）

④ 実施場所
施設名：学校法人博陵学園みくま幼稚園

住  所：豊中市新千里西町２−２３−２

62086 ② 幼稚園名 みくま幼稚園



① 幼稚園番号
② 幼稚園名
③ 実施（予定）日

参加方法
1 直接参加
2 直接参加
3 直接参加
4 直接参加
5 直接参加

6 直接参加

7 直接参加

8 直接参加
9
10

参加方法
1 直接参加
2 直接参加
3 直接参加
4 直接参加
5 直接参加
6 直接参加
7 直接参加
8 直接参加
9 直接参加
10 直接参加

⑧ 実施内容

⑨ 公開保育の評価
　 （学校関係者評価
　 への反映と公表時
　 期）

大阪大学大学院人間科学部
髙木典子 大阪青山大学教育学部

年長組の活動、お買い物ごっこの活動を通じ、抽象理解や非日常への参加
など、ごっこ遊びの示すものを分析し、子どもの発達段階と１０歳の壁へ
の備えについて考える。年齢と発達段階から、理解と認識をとらえ、言語
聴覚士による子どもの発達と活動への取り組みについてのレクチャーのも
と、不登校を予防していくための支援について話し合い、子どものたちへ
必要な支援について理解を学ぶ機会を作る。質疑応答に答える場を作り、
参加者より子どもの不登校への予防について話し合える場を得た。

子どもの発達と必要な支援について、一人ひとりの特性や認識の力の育ち
を説明してもらうことによって、学校生活の中で子どもが困難を感じる場
面を具体的に分析することができ、それに対してどのような支援を展開す
るかについての話がわかりやすかったとの評価を得た。令和６年情報公開
において報告書を掲載予定。

中川恵愛 （株）ベルサンテスタッフ
中塩屋将司 （株）ベルサンテスタッフ
松岡信道 豊中市会議員

尾崎遙 神戸神和大学

⑦ 他の幼稚園、認定
　 こども園、保育所
　 の職員、地域の幼
　 児教育関係者、小
　 学校等の他校種の
　 教員等
　
　 ※同じ学校法人が
　 設置する姉妹園の
　 教職員は除く

氏　　　名 所属
中川真奈美 アトリオみなみおか子ども園
福村智子 民生児童委員　主任児童委員
住吉晶子 西丘小学校区虹の会
中辻強 作業療法士
鹿子木康弘

みくま幼稚園園長

岡村順子
みくま幼稚園主任
支援コーディネーター

⑥ 参加した学校関係
　 者評価の評価者

氏　　　名 本園との関係（役職など）
弘田　陽介 学校評価委員
安芸志穂子 みくま幼稚園園長
高橋和也 第三者評価委員
村上裕子 学校評価委員　元PTA副会長
甚田珠美 学校評価委員　元PTA副会長

永目裕
みくま幼稚園副園長
言語聴覚士

安芸志穂子

⑤ 協力を得た教育に
　 関する外部有識者

氏　　　名 教育、保育等に関する指導経歴

弘田陽介
前大阪子供総合大学教育学部教授

現大阪公立大学　文学部教授

小國龍治 立命館大学総合心理学部特任教授

令和５年度 大阪府私立幼稚園経常費補助金（公開保育）に関する調査票

62086
みくま幼稚園

　　２０２３年　１１　月　　８日（１０時００分～１２時００分）

④ 実施場所
施設名：みくま幼稚園
住  所：豊中市新千里西町２−２３−２


